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科学力

`術

は、近代文化国家の形成と発展に不可欠の要素であり、鐵‐

刷繁栄の基盤である。従つて、ゎが国の科学技術を高い理想の下trc着 ‐

実に進展せじめることは、ゎれら日民の負ゎなければならない当然ら|

責務である。                        ■

Fξ学は、人類が真理採求の長仏歴史をi重 じて、その努力の積み重ね |

によつて獲得する共同の財産とぃぅべきものである。近代におぃて、■‐

科学は極めて顕著な発展を遂げたが、自然現象や社会現象の深奥さか/1

らみれば、真理を求める人類の努力は、その歴史ととも.に永久に止む

ことがない。この人ギ共1可 の財産を累積 し、後世に伝ぇることv/1、 わ |

れら人類共i亜 の念′i費 でぁり、それに対 こてゎが国の科学者が十分な貢 |

献ができるようその自圭性を尊量 し、倉J意 を十分生か し得る豊かな研 ■4                            _‐ .

窄壊境を整備することこそ科学研究に対 して国がとるがき基本的な態

度で
′
ある。

技術は、経済、社会及び文イビら進展を目凛とし、それぞれの国家、

社会r/D要請からくる独自性を伴いつつ発達するものである。わが目が

今魯詩外に1に年して経済、社会の素栄を期するためには、‐な創的な技
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